
(57)【要約】

【課題】確実にコンクリート片の剥落を防ぎ、かつアン

カーボルトの突起をなくし、外部からのコンクリートの

劣化因子が抑制できるコンクリート片の剥落防止方法を

提供することである。

【解決手段】コンクリート片の剥落防止方法は、コンク

リート構造物１における亀裂３の深部に注入孔４から止

水剤６を注入するとともに、前記亀裂３の周囲を補修し

て平滑面にした後、該平滑面に繊維シート９を貼り付け

てその上から接着剤１０を塗布し、該接着剤１０を塗布

した繊維シート９面からコンクリート構造物１にアンカ

ー挿入孔１２を開け、該アンカー挿入孔１２に繊維アン

カー１５の一部を差し込んで接着した後、該繊維アンカ

ー１５の残りの部分を細かく引き裂いて繊維シート９の

上面に放射状に貼り付ける構成である。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に お け る 亀 裂 の 深 部 に 注 入 孔 か ら 止 水 剤 を 注 入 す る と と も に 、 前 記 亀
裂 の 周 囲 を 補 修 し て 平 滑 面 に し た 後 、 該 平 滑 面 に 繊 維 シ ー ト を 貼 り 付 け て そ の 上 か ら 接 着
剤 を 塗 布 し 、 該 接 着 剤 を 塗 布 し た 繊 維 シ ー ト 面 か ら コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に ア ン カ ー 挿 入 孔
を 開 け 、 該 ア ン カ ー 挿 入 孔 に 繊 維 ア ン カ ー の 一 部 を 差 し 込 ん で 接 着 し た 後 、 該 繊 維 ア ン カ
ー の 残 り の 部 分 を 細 か く 引 き 裂 い て 繊 維 シ ー ト の 上 面 に 放 射 状 に 貼 り 付 け る こ と を 特 徴 と
す る コ ン ク リ ー ト 片 の 剥 落 防 止 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
平 滑 面 に は 、 予 め 挿 入 用 孔 を 備 え た 繊 維 シ ー ト を 貼 り 付 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の コ ン ク リ ー ト 片 の 剥 落 防 止 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
繊 維 シ ー ト は 目 付 が ４ ０ ｇ ／ ｍ ２ ～ １ ０ ０ ０ ｇ ／ ｍ ２ 、 引 張 強 度 が ３ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ 以 上 で あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の コ ン ク リ ー ト 片 の 剥 落 防 止 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
繊 維 ア ン カ ー は 単 繊 維 繊 度 が ０ ． ５ ｄ ｔ ｅ ｘ ～ １ ０ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ 、 引 張 強 度 が ５ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ
ｅ ｘ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の コ ン ク リ ー ト 片 の 剥 落
防 止 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は コ ン ク リ ー ト 片 の 剥 落 防 止 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
コ ン ク リ ー ト 構 造 物 は ひ び 割 れ が 発 生 し や す く 、 こ の ひ び 割 れ か ら 水 や 空 気 、 あ る い は こ
れ ら に 混 じ っ て 種 々 の 化 学 物 質 が 浸 入 し て 、 鉄 筋 の 腐 食 や コ ン ク リ ー ト の 中 性 化 な ど に よ
る コ ン ク リ ー ト の 劣 化 が 進 行 す る 。 こ の よ う な 劣 化 に あ わ せ て コ ン ク リ ー ト 片 が 剥 落 し て
大 き な 事 故 が 発 生 す る お そ れ が あ る 。 そ の た め 例 え ば 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ １ １ ２ ８ ８ 号 の 発
明 が 出 願 さ れ て い る 。
ま た 地 下 構 造 物 に お い て は 、 地 下 水 が 脆 弱 箇 所 か ら 噴 出 物 と と も に 漏 水 し 、 廃 水 処 理 の 問
題 が 発 生 し て い る た め 、 以 下 の よ う な 対 策 を 施 し て い る 。
（ １ ） 亀 裂 箇 所 を Ｖ 字 形 ま た は Ｕ 字 形 に は つ っ た 後 、 止 水 剤 で 止 水 す る と と も に モ ル タ ル
な ど で 補 修 す る 。
（ ２ ） 漏 水 し て い る 亀 裂 箇 所 に 鋼 板 の 樋 を 取 り 付 け 、 こ の 樋 に パ イ プ を 取 り 付 け て 排 水 し
て い る 。
（ ３ ） 漏 水 し て い る 亀 裂 箇 所 に 沿 っ て は つ り 、 パ イ プ を コ ン ク リ ー ト に 埋 め 込 ん で 排 水 し
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ３ １ １ ２ ８ ８ 号 公 報 （ 図 １ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 上 記 （ １ ） の 方 法 は 工 期 が 長 く 、 コ ン ク リ ー ト を は つ る 際 に ほ こ り が 発 生 す る 他
、 新 し い コ ン ク リ ー ト と 既 存 コ ン ク リ ー ト と の 接 着 強 度 に 問 題 が あ っ た 。 ま た （ ２ ） の 方
法 は 、 鋼 板 を 取 り 付 け る た め の 手 間 と 空 間 を 必 要 と す る 他 、 取 付 後 の 鋼 板 の 錆 止 め を 必 要
と し 、 ま た 排 水 パ イ プ と ア ン カ ー ボ ル ト の 突 起 が 施 工 後 の 空 間 を 狭 く し て い た 。 さ ら に （
３ ） の 方 法 は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 内 部 深 く ま で 劣 化 が 進 行 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は こ れ ら の 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 確 実 に コ ン ク リ ー ト 片
の 剥 落 を 防 ぎ 、 か つ ア ン カ ー ボ ル ト の 突 起 を な く し 、 外 部 か ら の コ ン ク リ ー ト の 劣 化 因 子
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が 抑 制 で き る コ ン ク リ ー ト 片 の 剥 落 防 止 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
以 上 の 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の コ ン ク リ ー ト 片 の 剥 落 防 止 方 法 は 、 コ ン ク リ ー ト 構
造 物 に お け る 亀 裂 の 深 部 に 注 入 孔 か ら 止 水 剤 を 注 入 す る と と も に 、 前 記 亀 裂 の 周 囲 を 補 修
し て 平 滑 面 に し た 後 、 該 平 滑 面 に 繊 維 シ ー ト を 貼 り 付 け て そ の 上 か ら 接 着 剤 を 塗 布 し 、 該
接 着 剤 を 塗 布 し た 繊 維 シ ー ト 面 か ら コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に ア ン カ ー 挿 入 孔 を 開 け 、 該 ア ン
カ ー 挿 入 孔 に 繊 維 ア ン カ ー の 一 部 を 差 し 込 ん で 接 着 し た 後 、 該 繊 維 ア ン カ ー の 残 り の 部 分
を 細 か く 引 き 裂 い て 繊 維 シ ー ト の 上 面 に 放 射 状 に 貼 り 付 け る こ と を 特 徴 と す る 。 ま た 平 滑
面 に は 、 予 め 挿 入 用 孔 を 備 え た 繊 維 シ ー ト を 貼 り 付 け る こ と を 含 む 。 ま た 繊 維 シ ー ト は 目
付 が ４ ０ ｇ ／ ｍ ２ ～ １ ０ ０ ０ ｇ ／ ｍ ２ 、 引 張 強 度 が ３ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と を 含 む 。
ま た 繊 維 ア ン カ ー は 単 繊 維 繊 度 が ０ ． ５ ｄ ｔ ｅ ｘ ～ １ ０ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ 、 引 張 強 度 が ５ ｃ Ｎ ／
ｄ ｔ ｅ ｘ 以 上 で あ る こ と を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 表 面 を は つ ら ず 、 ま た シ ー ル も せ ず に 止 水 す る の で 効 果 の 確 認 が 容
易 に で き る 。
コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 表 面 に 繊 維 シ ー ト を 貼 り 付 け た の で 、 外 部 か ら の コ ン ク リ ー ト の 劣
化 因 子 を 抑 制 し て 、 鉄 筋 の 錆 に よ る 爆 裂 で 発 生 す る 小 さ な 剥 落 を 防 ぐ こ と が で き る 。
ま た 平 滑 面 に 、 予 め 挿 入 用 孔 を 備 え た 繊 維 シ ー ト を 貼 り 付 け る こ と に よ り 、 接 着 剤 が 硬 化
す る の を 待 た ず に 、 前 記 挿 入 用 孔 か ら コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に ア ン カ ー 挿 入 孔 を 開 け て 繊 維
ア ン カ ー の 差 し 込 み 作 業 を 行 う こ と が で き る の で 、 作 業 性 が 向 上 す る 。
ま た 繊 維 ア ン カ ー を 細 か く 引 き 裂 い て 繊 維 シ ー ト の 上 面 に 放 射 状 に 貼 り 付 け た こ と に よ り
、 繊 維 シ ー ト を 押 さ え る こ と が で き る と と も に 、 コ ン ク リ ー ト 片 の 剥 落 が 生 じ た 際 に 、 繊
維 シ ー ト と 一 緒 に な っ て 荷 重 を 保 持 す る こ と が で き る の で 、 大 き な コ ン ク リ ー ト の 剥 落 を
防 ぐ こ と も で き る 。
ま た 大 規 模 な 機 械 を 必 要 と せ ず に コ ン ク リ ー ト の 剥 落 を 防 ぐ こ と が で き る 。
ま た 熟 練 工 で な く て も 均 質 な 施 工 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に お け る コ ン ク リ ー ト 片 の 剥 落 防 止 方 法 の 実 施 の 形 態
を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 実 施 の 形 態 に お け る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 １ は 地 下 鉄 な ど の コ ン ク リ ー ト 製 の ト ン ネ ル
を 対 象 と す る も の で あ る 。 し か し 、 こ れ は 地 下 鉄 な ど の ト ン ネ ル に 限 ら ず 、 そ の 他 の コ ン
ク リ ー ト 構 造 物 、 例 え ば コ ン ク リ ー ト 製 の 高 架 橋 や 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に も 適 用 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
は じ め に 、 図 １ に 示 す よ う に 、 コ ン ク リ ー ト ２ の 表 面 か ら 亀 裂 ３ の 深 部 に 到 達 す る 注 入 孔
４ を 開 け 、 こ こ か ら 注 入 プ ラ グ ５ で 止 水 剤 ６ を 亀 裂 ３ の 深 部 に 注 入 し て 止 水 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
次 に 、 上 記 の 注 入 プ ラ グ ５ を 取 り 外 し て 撤 去 し た 後 、 コ ン ク リ ー ト ２ の 表 面 に お け る 突 起
物 や 、 亀 裂 か ら の 漏 水 に と も な う 噴 出 物 を 削 り 取 っ て 、 ブ ラ シ な ど に よ る 水 洗 い 、 サ ン ド
ペ ー パ に よ る 素 地 調 整 を す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
次 に 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 こ の 素 地 調 整 し た コ ン ク リ ー ト ２ の 表 面 に お け る へ こ み や 剥 落
部 分 を 、 モ ル タ ル で 補 修 し て 平 滑 に す る 。 そ し て こ の 平 滑 に な っ た コ ン ク リ ー ト ２ の 表 面
に エ ポ キ シ 樹 脂 、 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 、 メ タ ク リ ル 樹 脂 な ど の プ ラ イ マ ー を 塗 布 し 、 こ の プ
ラ イ マ ー を 塗 布 し た 箇 所 に 接 着 剤 ７ を 塗 布 し 、 こ の 接 着 剤 ７ を 塗 布 し た 箇 所 に 、 図 ３ に 示
す よ う に 、 挿 入 用 孔 ８ を 備 え た 繊 維 シ ー ト ９ を 貼 り 付 け る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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そ し て 、 こ の 繊 維 シ ー ト ９ の 上 か ら エ ポ キ シ 樹 脂 、 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 、 メ タ ク リ ル 樹 脂 な
ど の 接 着 剤 １ ０ を 塗 布 し て コ ン ク リ ー ト ２ の 表 面 に 固 着 す る と 、 繊 維 シ ー ト ９ が 接 着 剤 ７
、 １ ０ で サ ン ド イ ッ チ 状 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 記 の 繊 維 シ ー ト ９ を 構 成 す る 繊 維 の 種 類 は 、 特 に 制 限 さ れ る も の で は な く 、 有 機 の 合 成
繊 維 、 天 然 繊 維 、 半 合 成 繊 維 、 人 造 繊 維 、 無 機 繊 維 ま た は こ れ ら の ２ 種 以 上 の 併 用 で あ っ
て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
上 記 の 合 成 繊 維 と し て は 、 例 え ば ポ リ エ ス テ ル 系 繊 維 （ 全 芳 香 族 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 を 含 む
） 、 ポ リ ア ミ ド 系 繊 維 （ 芳 香 族 繊 維 ポ リ ア ミ ド を 含 む ） 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 繊 維 、 ポ リ ビ
ニ ル ア ル コ ー ル 系 繊 維 、 ア ク リ ル 繊 維 な ど が 挙 げ ら れ 、 半 合 成 繊 維 、 人 造 繊 維 と し て は ビ
ス コ ー ス 繊 維 、 ア セ テ ー ト 繊 維 、 キ ュ プ ラ 繊 維 な ど で あ る 。 ま た 天 然 繊 維 と し て は 麻 、 綿
、 羊 毛 な ど 、 無 機 繊 維 と し て は ガ ラ ス 繊 維 、 炭 素 繊 維 な ど で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ れ ら の 繊 維 の 中 で も 機 械 的 特 性 、 取 り 扱 い 性 、 耐 熱 性 、 軽 量 性 な ど の 観 点 か ら 合 成 繊 維
で あ る こ と が 好 ま し く 、 耐 候 性 、 耐 薬 品 性 （ 特 に 耐 ア ル カ リ 性 ） な ど が 良 好 な 点 か ら ポ リ
ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 繊 維 で あ る こ と が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 繊 維 シ ー ト を 構 成 す る 繊 維 の 形 状 と し て は 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば モ ノ フ ィ ラ メ ン ト
糸 、 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 、 紡 績 糸 な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 繊 維 シ ー ト の 引 張 強 度 は ３ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ 以 上 と す る こ と が 好 ま し い 。 こ の 引 張 強 度 が ３
０ Ｎ ／ ｍ ｍ 未 満 で あ る と 、 コ ン ク リ ー ト 片 の 剥 落 防 止 機 能 が 不 十 分 と な る 。 ま た 繊 維 シ ー
ト の 目 付 と し て は 、 ４ ０ ｇ ／ ｍ ２ ～ １ ０ ０ ０ ｇ ／ ｍ ２ で あ る こ と が 好 ま し く 、 よ り 好 ま し
い 目 付 は １ ０ ０ ｇ ／ ｍ ２ ～ ５ ０ ０ ｇ ／ ｍ ２ 　 　 で あ る 。 こ の 目 付 が ４ ０ ｇ ／ ｍ ２ 未 満 に な
る と 、 繊 維 シ ー ト を 構 成 す る 繊 維 の 本 数 が 少 な く な り 、 引 張 強 度 を ３ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ 以 上 と す
る こ と が 困 難 に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
一 方 、 目 付 が １ ０ ０ ０ ｇ ／ ｍ ２ を 越 え る と 引 張 強 度 が 大 き く な る た め コ ン ク リ ー ト 片 の 剥
落 防 止 機 能 は 高 ま る も の の 、 繊 維 シ ー ト の 重 量 が 重 く な り 、 ま た 目 合 い が 緻 密 で 硬 く な る
た め 貼 り 付 け 作 業 が 難 し く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の 繊 維 シ ー ト と し て は 織 物 、 編 物 、 不 織 布 の 他 、 複 数 の 繊 維 を 引 き 揃 え ま た は 交 差 さ せ
て 繊 維 間 を 接 着 し て 得 ら れ た シ ー ト 状 の も の が 挙 げ ら れ る 。 な か で も 繊 維 シ ー ト の 強 度 を
考 慮 す る と 織 物 状 と す る こ と が 好 ま し い 。 そ し て 繊 維 シ ー ト を 織 物 と す る 際 に は 、 織 物 の
組 織 は 平 織 、 綾 織 、 朱 子 織 な ど の 基 本 組 織 を は じ め 、 か ら み 織 や 模 紗 織 な ど と す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 繊 維 シ ー ト は 上 記 し た よ う に 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 繊 維 を 用 い る こ と が 好 ま し い
が 、 シ ー ト と し て の 強 度 や コ ン ク リ ー ト 構 造 物 へ の 接 着 性 を 低 下 さ せ な い 範 囲 で あ れ ば 、
ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 繊 維 以 外 の 繊 維 を 含 む も の で あ っ て も 良 い 。 つ ま り 、 繊 維 シ ー ト
を 構 成 す る 繊 維 と し て 他 の 繊 維 を 組 織 の 一 部 に 用 い る も の で あ っ て も よ く 、 例 え ば 織 物 の
場 合 、 経 糸 や 緯 糸 の 一 部 に 他 の 繊 維 を 用 い る も の が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 上 記 の 繊 維 シ ー ト の 挿 入 用 孔 ８ か ら コ ン ク リ ー ト 構 造 物 １ に 、
構 造 鉄 筋 １ １ よ り も 深 い ア ン カ ー 挿 入 孔 １ ２ を 開 け 、 こ こ に エ ポ キ シ 樹 脂 、 ポ リ エ ス テ ル
樹 脂 、 メ タ ク リ ル 樹 脂 な ど の 接 着 剤 １ ３ を 注 入 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 予 め 挿 入 用 孔 ８ を 備 え て い な い 繊 維 シ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 、 こ の 繊 維 シ ー ト を 上
記 の よ う に サ ン ド イ ッ チ 状 に し た 後 、 接 着 剤 を 塗 布 し た 繊 維 シ ー ト の 上 か ら コ ン ク リ ー ト
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構 造 物 １ に ア ン カ ー 挿 入 孔 １ ２ を 開 け 、 こ こ に 上 記 と 同 じ 接 着 剤 １ ３ を 注 入 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 上 記 接 着 剤 １ ３ の な か に 、 定 着 リ ン グ １ ４ に 引 っ 掛 け た 二 つ 折
り の 繊 維 ア ン カ ー １ ５ を 差 し 込 む と と も に 、 該 繊 維 ア ン カ ー １ ５ の 残 り の 部 分 、 す な わ ち
ア ン カ ー 挿 入 孔 １ ２ か ら 飛 び 出 し た 部 分 を 縦 方 向 に 細 か く 引 き 裂 い て 、 繊 維 シ ー ト ９ の 上
面 に 接 着 剤 １ ０ で 放 射 状 に 接 着 す る と 、 図 ６ に 示 す よ う な 剥 落 防 止 構 造 に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
よ っ て 、 コ ン ク リ ー ト ２ の 表 面 に 貼 り 付 け ら れ た 繊 維 シ ー ト ９ は 、 構 造 鉄 筋 １ １ よ り も 奥
側 に 差 し 込 ま れ た 繊 維 ア ン カ ー １ ５ で 保 持 ・ 固 定 さ れ て 、 被 り コ ン ク リ ー ト １ ６ の 剥 落 が
防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の 繊 維 ア ン カ ー １ ５ を 構 成 す る 繊 維 の 種 類 は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 有 機 の 合
成 繊 維 、 天 然 繊 維 、 半 合 成 繊 維 、 人 造 繊 維 、 無 機 繊 維 ま た は こ れ ら の ２ 種 以 上 の 併 用 で あ
っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
上 記 の 合 成 繊 維 と し て は 、 例 え ば ポ リ エ ス テ ル 系 繊 維 （ 全 芳 香 族 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 を 含 む
） 、 ポ リ ア ミ ド 系 繊 維 （ 芳 香 族 繊 維 ポ リ ア ミ ド を 含 む ） 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 繊 維 、 ポ リ ビ
ニ ル ア ル コ ー ル 系 繊 維 、 ア ク リ ル 繊 維 な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 半 合 成 繊 維 、 人 造 繊 維 と し て は 、 ビ ス コ ー ス 繊 維 、 ア セ テ ー ト 繊 維 、 キ ュ プ ラ 繊 維 な
ど で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
さ ら に 天 然 繊 維 と し て は 麻 、 綿 、 羊 毛 な ど 、 無 機 繊 維 と し て は ガ ラ ス 繊 維 、 炭 素 繊 維 な ど
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ れ ら の 繊 維 の 中 で も 機 械 的 特 性 、 取 り 扱 い 性 、 耐 熱 性 、 軽 量 性 な ど の 観 点 か ら 合 成 繊 維
か ら な っ て い る こ と が 好 ま し く 、 耐 候 性 、 耐 薬 品 性 （ 特 に 耐 ア ル カ リ 性 ） 、 な ど が 良 好 な
点 か ら ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 繊 維 で あ る こ と が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 繊 維 ア ン カ ー を 構 成 す る 繊 維 の 形 状 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば モ ノ フ ィ ラ メ
ン ト 糸 、 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 、 紡 績 糸 な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の 繊 維 ア ン カ ー １ ５ の 形 状 と し て は 、 例 え ば 上 記 繊 維 を 長 手 方 向 に 引 き 揃 え た り 、 ロ ー
プ 状 に 製 紐 し た も の が 挙 げ ら れ 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 １ 内 に 挿 入 す る 部 分 と 、 繊 維 束 が 細
か く 分 割 さ れ て 放 射 状 に 広 げ る こ と が 可 能 な 部 分 と か ら な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
コ ン ク リ ー ト 構 造 物 １ 内 に 挿 入 す る 部 分 は 、 挿 入 時 の 作 業 性 を 向 上 さ せ る た め に 、 上 記 繊
維 を 長 手 方 向 に 引 き 揃 え た り 、 ロ ー プ 状 に 製 紐 し た も の に 、 エ ポ キ シ 系 樹 脂 、 ポ リ エ ス エ
ル 系 樹 脂 、 塩 化 ビ ニ ル 系 樹 脂 、 フ ェ ノ ー ル 系 樹 脂 、 ア ク リ ル 樹 脂 な ど の 接 着 剤 を 付 与 あ る
い は 接 着 剤 に 含 浸 さ せ て 固 め る こ と が 好 ま し い 。
一 方 、 放 射 状 に 広 げ る こ と が 可 能 な 部 分 は 、 細 か く 引 き 裂 い て 繊 維 シ ー ト の 上 面 に 放 射 状
に 貼 り 付 け る 作 業 性 を 考 慮 す る と 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 １ 内 に 挿 入 す る 部 分 の よ う に 接 着
剤 で 固 め ず に 用 い る こ と が 好 ま し く 、 接 着 剤 を 付 与 し た と し て も 繊 維 の 表 面 と す る こ と が
好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 繊 維 ア ン カ ー １ ５ を 構 成 す る 繊 維 の 単 繊 維 繊 度 は 、 ０ ． ５ ｄ ｔ ｅ ｘ ～ １ ０ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ
と す る こ と が 好 ま し く 、 な か で も １ ． ５ ｄ ｔ ｅ ｘ ～ ５ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ が 好 ま し い 。 こ の 単 繊 維
繊 度 が ０ ． ５ ｄ ｔ ｅ ｘ 未 満 に な る と 単 繊 維 の 径 が 細 く な り 、 放 射 状 に 広 げ る こ と が 可 能 な
部 分 は 、 単 繊 維 同 士 が 絡 み や す く な っ て 均 一 な 放 射 状 に 広 げ 難 く な り 、 補 強 効 果 も 弱 く な
り や す い 。 ま た 単 繊 維 繊 度 が １ ０ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ を 越 え る と 単 繊 維 の 径 が 太 く な り 、 コ ン ク リ
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ー ト 構 造 物 １ 内 に 挿 入 す る 部 分 を 接 着 剤 で 固 め る 際 に 、 こ の 接 着 剤 が 付 着 ・ 含 浸 し 難 く な
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
さ ら に 繊 維 ア ン カ ー １ ５ は 、 放 射 状 に 広 げ る こ と が 可 能 な 部 分 を 細 か く 引 き 裂 い て 繊 維 シ
ー ト の 上 面 に 貼 り 付 け る こ と に よ り 、 繊 維 シ ー ト を 押 さ え 、 繊 維 シ ー ト と 一 緒 に な っ て 荷
重 を 保 持 す る こ と が で き る と い う 効 果 を 十 分 に 奏 す る た め に 、 単 繊 維 の 引 張 強 度 を ５ ｃ Ｎ
／ ｄ ｔ ｅ ｘ 以 上 と す る こ と が 好 ま し く 、 さ ら に は ７ ｃ Ｎ ／ ｄ ｔ ｅ ｘ を 越 え る こ と が 好 ま し
い 。 ま た 上 記 と 同 じ 理 由 か ら 単 繊 維 本 数 を １ ０ ０ ０ 本 以 上 と す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 本 発 明 に お け る 繊 維 シ ー ト の 強 度 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ の Ｌ － １ ０ ９ ６ Ａ 法 に 準 じ て 定 速 伸 長
形 引 張 試 験 機 を 用 い 、 試 料 幅 ３ ０ ｍ ｍ 、 つ か み 間 隔 ２ ０ ｃ ｍ 、 引 張 速 度 ２ ０ ｃ ｍ ／ 分 で 測
定 し た も の で あ り 、 繊 維 の 強 度 は Ｊ Ｉ Ｓ の Ｌ － １ ０ １ ３ に 準 じ て 定 速 伸 長 形 引 張 試 験 機 を
用 い 、 つ か み 間 隔 ５ ０ ｃ ｍ 、 引 張 速 度 ５ ０ ｃ ｍ ／ 分 で 測 定 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
な お 、 コ ン ク リ ー ト 製 の 高 架 橋 や 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の コ ン ク リ ー ト 片 の 剥 落 防 止 方
法 も 上 記 と 同 じ 方 法 で 行 い 、 同 じ 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 表 面 を は つ ら ず 、 ま た シ ー ル も せ ず に 止 水 す る の で 効 果 の 確 認 が 容
易 に で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 表 面 に 繊 維 シ ー ト を 貼 り 付 け た の で 、 外 部 か ら の コ ン ク リ ー ト の 劣
化 因 子 を 抑 制 し て 、 鉄 筋 の 錆 に よ る 爆 裂 で 発 生 す る 小 さ な 剥 落 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
繊 維 ア ン カ ー を 細 か く 引 き 裂 い て 繊 維 シ ー ト の 上 面 に 放 射 状 に 貼 り 付 け た こ と に よ り 、 大
き な コ ン ク リ ー ト の 剥 落 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
大 規 模 な 機 械 を 必 要 と せ ず に コ ン ク リ ー ト の 剥 落 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
熟 練 工 で な く て も 均 質 な 施 工 を す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 （ １ ） は コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 亀 裂 に 注 入 孔 を 開 け た 断 面 図 、 （ ２ ） は （ １ ） の
見 上 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ １ ） は コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 亀 裂 に モ ル タ ル を 充 填 し た 断 面 図 、 （ ２ ） は （ １
） の 見 上 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ １ ） は コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 亀 裂 の 周 囲 に ア ン カ ー 挿 入 孔 を 開 け た 断 面 図 、 （
２ ） は 要 部 の 拡 大 断 面 図 、 （ ３ ） は （ １ ） の 見 上 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ １ ） は ア ン カ ー 挿 入 孔 に 繊 維 ア ン カ ー を 挿 入 し た 断 面 図 、 （ ２ ） は （ １ ） の 見
上 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ １ ） お よ び （ ２ ） は ア ン カ ー 挿 入 孔 に 繊 維 ア ン カ ー を 挿 入 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 ア ン カ ー 挿 入 孔 に 繊 維 ア ン カ ー を 挿 入 し た 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 コ ン ク リ ー ト 構 造 物
２ 　 コ ン ク リ ー ト
３ 　 亀 裂
４ 　 注 入 孔
５ 　 注 入 プ ラ グ
６ 　 止 水 剤
７ 、 １ ０ 、 １ ３ 　 接 着 剤
８ 　 挿 入 用 孔

10

20

30

40

50

(6) JP 2004-353306 A 2004.12.16



９ 　 繊 維 シ ー ト
１ １ 　 構 造 鉄 筋
１ ２ 　 ア ン カ ー 挿 入 孔
１ ４ 　 定 着 リ ン グ
１ ５ 　 繊 維 ア ン カ ー
１ ６ 　 被 り コ ン ク リ ー ト

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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